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は　じ　め　に

　東京湾を囲む房総半島の畜津周辺は，広域的な自然植生の配分からみると冬も緑の常緑広葉樹

出域すなわち照葉樹林帯に属する。寓津岬の海岸砂丘植生に代表されるように海岸線沿いには，

砂浜，砂丘上の砂丘植生が，また小櫃川河口部などの波浪の少い塩沼地には部分的にシオクグ群

集などの，塩沼群落も生育していた。

　後砂丘低地や河川沿いの沖積地は本来はイノデータブノキ群集にまとめられる常緑広葉樹林が

流水沿いの低湿地，洪水による遊水地などの不安定地を除いて広く被っていた。また房総三浦

面半島に見られる堆積砂岩を主とする丘陵台地上では，同様に冬も緑のヤブコウジースダジィ群

集が発達していた。海岸線から約10kmの線より海抜700m付近までの内陸部は関東地方では種

組成的にシラカシ群集に含められる常緑広葉樹林が生育していた。

　しかし，約350年前に徳川幕府が江戸（東京）に位置してからは，より早い速度で沖積低地は

水田として，台地上やゆるやかな丘陵斜面は畑地として開発利用されてきた。また斜面林や台地，

丘陵上の常緑広葉樹林は薪炭林として15～20年に1回定期的に伐採がくり返されてきた。

斜颪下部などではスギやモウソウチク，マダケの植林も行われてきた。

　さらに，最近数10年の東京湾沿いの京浜工業地帯の発達に対応して，第2次大戦後は千葉県側

の，いわゆる京葉工業地帯の発達に対応するように残されてきた自然環境は急速な変ぼうを強要

されている。とくに景観の主要構成要因であり，生態系の中で生産老の役割を果すばかりでなく

自然環境の決め手でもある自然植生や半自然生の植生も次第に消滅あるいは変形されている。

　我々が将来も現在と同じ以上の，めぐまれた生活を営もうとするかぎり，これからも湿る程度

の産業の発展，都市やエネルギー基地の建設も行われる可能性をすべて否定するわけにはゆかな

い。しかしその際に，従来の非生物的材料だけを駆使した，経済空義，個別的な効率雪三義的な方

法だけによる対応では不十分である。

　長い間，その土地に住みついてきた地域住民の健全な生存環境，豊かな生活環境も十分にまも

る。また，ともすれば三生物的構築材料によるいわゆる都市砂漠，産業砂漠化が進行し易い新し

い産業立地，エネルギー基地，ニュータウンの中やまわりには，人閾の地球上における本質的な

共存者であるヒ虻生きた構築材料一植生；vegetation一”を使いきって，緑豊かな生存環境の

創造にこそ全力を投入すべきである。

　植生の保護，保全はもとより，植生を指標とした生物環境変動の測定や，植生を利用して，そ

の立地本来の最観を維持してゆき，さらに時間と共に益々多様な環境保全機能を高めるためには，

まず本格的な現地植生調査が前提となる。同時に植生調査結果を基礎に，より貴重な自然度の高

い植生や人間の干渉に敏1惑な弱い自然を残し，護るために緑の現状診断図としての機能も果す，

現存植生図の作製が必要である。同時に植生を利用して，エネルギー基地や工場，ニュータウン
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の中やまわりに積極的に本物の環境保全林を形成するためには，潜在自然植生図が，生態学的な

処方図の役割も果す。

　我々の今回の千葉県富津を中心とした周辺域，一部三浦半島まで含めた周辺30km圏内の植生

調査，植生図化の目的は，富津火力発電所の設置に伴う環境影響調査のうち，植生現況について

把握するものであり，さらに最近急速に変ぼうをよぎなくされている東京湾沿い各地の現在の植

生の実体を人為的干渉との関連において明かにすることである。同時により間違いの少い自然環

境の保：全，創造，将来にむかっての維持を前提とした，よりよい人間生活の基盤を向上させるた

めに必要な植生学的な資料を提示するためであった。

　本植生調査に際して，直接，間接に御協力戴いた東京電力株式会社第一立地部，尾瀬林業株式

会社緑化部の皆様に謝意を表したい。

　なお本報では1974年より続けられている房総半島の植生調査資料も加えられまとめられている。

現地調査では，当時の横浜国立大学環境科学研究センター植生学研究室中村幸人，山田政幸，大

山弘子，前田文和，佐々木あや子の諸氏，秋田県立大曲農業高校望月陸夫氏らの協力を得た。ま

た千葉県林業試験場小平哲夫氏には房総半島のコナラ林について御助言戴いた。本植生調査に参

加戴いた別記調査メンバーの方々とともに記して謝意を表する。


